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今
年
の
冬
は
温
暖
で
、
雪
も
少

な
く
過
ご
し
や
す
か
っ
た
と
感
じ

ま
す
。
そ
ん
な
冬
も
終
わ
り
に
近

づ
き
３
月
、
弥
生
で
す
ね
。
す
で

に
ウ
メ
や
モ
モ
の
花
が
咲
き
、
い
つ

に
な
く
春
が
駆
け
足
で
近
づ
い
て

き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
春
は
別
れ
と
出
会
い

の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
今
月
は

卒
園
式
や
卒
業
式
、
来
月
に
は
入

学
式
や
入
社
式
を
予
定
さ
れ
て
い

る
所
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
若
者
の
動

向
が
気
に
な
り
ま
す
。
高
校
を
卒

業
し
た
若
者
の
多
く
が
地
元
を
離

れ
て
い
く
現
実
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
地
域
離
れ
の
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
希
望
す
る
選
択
肢
が
地
元
に

少
な
い
と
い
う
意
識
が
若
者
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
都
会
や
異

文
化
へ
の
あ
こ
が
れ
は
、
多
感
な

若
者
世
代
の
大
き
な
特
権
の
一
つ
で

す
。反
面
、「
地
元
に
残
っ
て
ほ
し
い
、

帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
」
と
は
、
私
も

含
め
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
願

い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

若
者
の
地
元
志
向
を
高
め
て
い

く
に
は
、
地
域
で
の
さ
ら
な
る
知

恵
と
工
夫
が
必
要
で
し
ょ
う
。
自

分
の
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
に
誇
り

を
持
つ
・
持
て
る
人
材
を
育
成
す

る
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
重
要
性

を
大
い
に
意
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
身
近
す
ぎ
て
忘
れ
か
け
て
し

ま
っ
て
い
る
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
掘

り
起
し
、
若
者
や
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
か

そ
の
つ
な
が
り
が
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
を
呼
び
起
こ
し
、
町
の
希
望

の
芽
と
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

弥
生
は
そ
の
名
の
由
来
通
り
、

春
を
待
ち
わ
び
た
草
木
が
生
い
茂

る
季
節
。
春
を
迎
え
、
私
た
ち
も

若
者
と
い
う
希
望
の
芽
を
育
て
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。（３

月
８
日
記
）

のへや
さこだ

町長
今月の
町長の声、

届けます

ルールル、ルルル…

ROOM 
NO. 1 1 いつかはふるさとに。若者とい

う希望の芽を育てていきたい
今年は選挙が目白押しです。若者にもっと選挙の意義を知ってもらおうと、今月の特集では１８歳を迎える地元の高校生に協力していただきました。そのうち４人はＪＫ（地元改革）課の一員としても活躍してくれています。こうして地域に興味をもってくれる、つながりを持ってくれる人を地域一丸となって育てていかなければと感じました。

今月の投稿
フォトジェな１枚

私たち「日野町食生活改善推進協議会」
は、4月から新しい仕組みに生まれ変わ
ります！

日野町食生活改善推進協議会からのお知らせ

同会では、これまで「ヘルスメイト」と
して、「私たちの健康は私たちの手で」
をスローガンに、全国協議会の下で活動し
てきました。
今後は、より日野町の特徴にあった活動をす
るため、日野町独自の仕組みで「ひの食育サ
ポーター（仮称）」として活動することとなり
ました。さまざまな世代との交流を図りなが
ら、より楽しく活動できるものにしていきた
いと考えています。今後ともよろしくお願い
します。
問合せ先 /町健康福祉センター（電話72-1852）

主な活動は、各種食育事業、啓発活動など食育を中
心としたものです。
①サポーターになるための養成講座、年会費などは
なく、老若男女誰でも参加できます。②自分の活動
したい範囲を、自由に選ぶことができます。
まずは、サポーター向け学習会、交流会のみの参加
からでも構いません。食に関心がある人、子どもと
食育活動をしてみたい人など、お気軽にお問い合わ
せください。※登録申込書は、町役場、役場黒坂支所、町図書
館などに設置しています。

新しいメンバーを募集します！

これまで通り、地区、学校などでの生活習慣病予防
教室（料理講習など）、食育講座などの希望があれば、
町健康福祉センターまでご相談ください。食育サポー
ターがあなたの地域に出かけていきます。

食育講座（料理講習など）を開催したいときは

NEWS

NEWS

人口　3,119 人（-12）

男性　1,460 人（± 0） 

女性　1,659 人（-12）

世帯　1,357 戸（-3）

自然増減（男性 -4、女性 -7）
社会増減（男性 +4、女性 -5）

編集後記
■町長のコラムでも触れている通り、春は
出会いと別れの季節です。特にこの季節
は多くの人がさまざまな「選択」をしてい
るのではないでしょうか■今回の特集に協
力してくれた高校生ももうすぐ３年生。こ
れから人生の中でたくさんの選択をしてい
くことと思います■某小説の受け売りです
が「正しい選択なんてこの世にない」と
思います。これから人生の選択で悩むこ
とも多いはず。でも、選んで選んで選び
続けて、一つずつ「正しかった選択」に
していくしかないんだと思うのです■いつ
か人生を振り返ったとき、自分の選択は正
しかったんだと思えるよう、若者が地域
でたくさん経験できる場・人とつながれ
る場をつくれたら。大げさですが、そん
な思いで今月号も作りました。1年間あり
がとうございました。では！（みやちゃん）



４月 ＡＰＲＩＬ

総務課　　　　    72-0331
健康福祉課　　    72-0334
健康福祉センター           72-1852
地域包括支援センター  72-0339
企画政策課　　    72-0332

住民課        　　　72-0333
建設水道課　    　72-0350
産業振興課　    　72-2101
農業委員会　    　72-2103
出納室    　　　　72-2104

議会事務局　　    72-0335
黒坂支所    　　　74-0211
教育委員会    　　72-2107
学校給食センター　　72-1167
ひのっこ保育所    72-0238

町公民館    　　　74-0212
文化センター    　72-1300
下榎集会所        　72-1191
消費生活相談窓口　72-0336
役場代表（夜間・休日）  72-0331

直
通
電
話

（町内の展示コーナーを紹介します）

■蔵美術館（上菅）　　  　　      岡野三郎絵画展「春の大山」　　　　　　   　　  　　開催中～ 5 月末

■県西部地震展示交流センター　島根県西部地震から 1 年、熊本地震から 3 年

　　　　　　　　　　　　　　　～被災とくらし復旧に向けた支援活動～　　　 　  　 4 月 2 日～６月 30 日

■ＪＲ根雨駅待合室　　   　　　「ふるさと伯備線写真展」　　　　　　　 　　　　　　開催中

■町文化センター・ホワイエ　   「ふるさと百景」～春～　　　 　　　  　   　　   　　開催中～ 5 月末

■オシドリ資料館　　　　　　　編み物グループ「冬のしあわせ時間」　　　　　　　　4 月中旬～ 5 月末

27 広報ひの３月号 -2019‐

◆4月27日（土）～5月6日（月）は大型連休となり
ますが、5月2日（木）に可燃ごみの全地区収集を行い
ます。なお、連休中はごみの減量化にご協力ください。


